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「陶村南原砂留凡五ヶ年限ニテ仕調略図」*松永家文書 55 

薬園維持のための砂防工事（「砂留」）の概要を示した絵図です。 
「土手」や「水吐口」などの配置がよくわかります。 

「南原薬園植付物覚」 文久 3年（1863）*松永家文書 20 

周甫が、小郡代官所の役人へ提出した文書です。当時薬園で栽培
されていた 50種の薬草木が書き上げられています。 

「引痘伝授証」  文久元年（1861）ヵ *松永家文書 22 

周甫が種痘技術を習得したことを証明する藩医学館（好生
堂）の証書です。当時周甫は、真光院（興隆寺）の家来
医（寺医）という立場でした。 

「申上候事」  万延元年（1860）*松永家文書 19 

シーボルトから周甫に送られた礼状はオランダ語で書かれてお
り「一向相分かり申さず」という状況でした。周甫が藩にその翻
訳（「和解」）を依頼したのがこの文書です。 
 

「シーボルト書翰和解」 万延元年（1860）*松永家文書 19 

シーボルト礼状の翻訳文です。贈った標本は腐朽していたため、
今度はよく乾燥したものを送って欲しいとあります。 
 

「引痘方松永周甫書状」 文久元年ヵ *内田家文書 227 

周甫が台道村（現防府市）の庄屋に宛て、村人に種痘を受けさ
せるよう強く勧めている書状です。彼の種痘医としての活動をうかが
わせるものです。 
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古代ギリシャでは、紀元前 5 世紀

頃から市民による直接民主政の下で、
演劇・建築・哲学・数学・医学などが
発達しました。 
「ヒポクラテスの誓い」（医者の倫

理・任務などについての、ギリシャ神へ
の宣誓文。裏面参照）で知られるヒ
ポクラテスは紀元前 4 世紀頃の古代
ギリシャの医者です。医学を原始的な
迷信や呪術から切り離し、臨床と観
察を重んじる経験科学へと発展させ
たとされ、後の西洋医学に大きな影
響を与えたことから、「医学の父」「医
聖」「疫学の祖」などと呼ばれて象徴
的な存在となりました。 
日本でも、江戸時代の蘭方医たち

の努力によって西洋医学が導入され
ると、ヒポクラテスは理想的医師像とし
て広く知られるようになりました。その普
及に一役かったのが写真のような肖像
であり、東洋医学（漢方医学）にお
ける「神農」の図と同様に、西洋医学

の象徴として飾られることもあったよう
です。 
上写真は、江戸時代に萩藩一門

の吉敷毛利家の医者を務め、明治
以後も代々医者であった小田家に伝
来したヒポクラテスの肖像写真です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同家文書には「解体新書」（裏面

参照）や、緒方洪庵が訳出したフー
フェラントの「扶氏経験遺訓」（写真）
など、西洋医学の書物が数多く残さ
れています（解説シート 23 参照）。 
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「医戒」 

ドイツの医学者フーフェランドの著
書の一部を杉田玄白の孫にあたる
杉田成卿（1817～59）が訳出し
たもので、その冒頭には、「病メル者ヲ
見テコレヲ救ハムト欲スル情意是即
医術ノ由テ起ル所ナリ」とあります。医
者たちは、医療を担う努力や研鑽を
怠りませんでした。 

（小野家文書 1072） 
 

西洋医学の導入 
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ヒポクラテスの誓い 
医の神アポロン、アスクレーピオス、ヒギエイア、パナケイア、及び全ての神々よ。私自身の能力と判断に従って、こ
の誓約を守ることを誓う。 
 この医術を教えてくれた師を実の親のように敬い、自らの財産を分け与えて、必要ある時には助ける。 
 師の子孫を自身の兄弟のように見て、彼らが学ばんとすれば報酬なしにこの術を教える。 
 著作や講義その他あらゆる方法で、医術の知識を師や自らの息子、また、医の規則に則って誓約で結ば
れている弟子達に分かち与え、それ以外の誰にも与えない。 

 自身の能力と判断に従って、患者に利すると思う治療法を選択し、害と知る治療法を決して選択しない。 
 依頼されても人を殺す薬を与えない。 
 同様に婦人を流産させる道具を与えない。 
 生涯を純粋と神聖を貫き、医術を行う。 
 どんな家を訪れる時もそこの自由人と奴隷の相違を問わず、不正を犯すことなく、医術を行う。 
 医に関するか否かに関わらず、他人の生活についての秘密を遵守する。 

この誓いを守り続ける限り、私は人生と医術とを享受し、全ての人から尊敬されるであろう！ 
しかし、万が一、この誓いを破る時、私はその反対の運命を賜るだろう。 
 

漢方と蘭方 

「解体新書」 
ドイツ人医師クルムスの医学書のオランダ語訳『ターヘル・アナ
トミア』を江戸時代の日本で翻訳した書。西洋語からの本格
的な翻訳書として日本初であり、蘭学の嚆矢となりました。 
杉田玄白・前野良沢・中川淳庵らの努力で刊行に至りまし
たが、翻訳作業の中心であった前野良沢の名は「解体新
書」にはありません。（小田家文書〔山口市吉敷〕53） 
 

「十四経発揮鈔」（じゅうしけいはっきしょう） 
「十四経発揮」は、中国の医学古典の一つで、1341 年
に元の滑寿が記したとされています。経絡（人体の中の代
謝物質の通り道）・経穴（いわゆる「ツボ」）の教科書と
して編纂されています。本書はその和刻本であり、万治 4
年（1661）に谷村玄仙が編集したものです。 

（小野家文書 1354、1360、1378～1381） 
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当館は現在、江戸から明治期の

200 種以上の医書を所蔵しています
（別表参照）。ここでは、防長出身の
3 人の医者に関わる著作を紹介します。 

【永富独嘯庵】（ながとみどくしょうあん） 
豊浦出身の医者・儒者・経世家。享

保 17 年（1732）生。江戸で儒学を
学び帰郷ののち京都で山脇東洋に入
門、漢方医学とともに解剖学を修得。
越前で奥村良竹に、長崎で吉雄耕牛
に学び大坂で開業。また製糖法を世に
広めました。明和 3 年（1766）没。当
館には別表 ID137、191、198 の著
作があります。特に 137「漫遊雑記」は
華岡青洲の乳がん手術の契機になった
といわれています。 

【池田瑞仙】（いけだずいせん） 
岩国出身の痘科医。享保 20 年

（1735）生。曾祖父の池田正直以来
家学とする痘科を学びました。安芸厳
島での痘病治療で名をあげ、大坂・京

都で開業。寛政 9 年幕府の医官とな
り、翌年幕府医学館初の痘科教授。
文化 13 年（1816）没。当館には別
表 ID128、160、161、190 の著作
があります（解説シート 12参照）。 

【岡研介】（おかけんかい） 
熊毛郡平生村出身の医者。寛政

11 年（1799）生。豊後日田で広瀬
淡窓、福岡で亀井昭陽、長崎でシーボ
ルトに師事し、鳴滝塾では初期の塾長
となりました。大坂で開業ののち帰郷、
岩国藩主に招かれました。天保 10 年
（1839）没。当館には別表 ID187、
189、195 の著作があります。 
＊195 の『蘭説養生録』は鳴滝塾同門の
高野長英との共訳で、萩の豪商熊谷五
右衛門の兄による筆記とされています
（当館のものは刊本からの筆写）。岡
は熊谷家から学資援助を受けるなど深い
関係にありました。熊谷家に現存する日
本最古のピアノは研介の世話でシーボル
トから贈られています。 
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「漫遊雑記」（永富独嘯庵） 
村田峯次郎の「長周叢書」の一
冊として公刊もされています。
（小野家文書 1008、一般郷
土史料 1040） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「常用方」 
岡研介が日本に初めて生理学
を紹介した「生機論」とならん
で、彼の経歴を知る上でも重要
な著作です（写）。 

（吉田樟堂 1301） 

当館所蔵の医書 
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